
四
季
ご
と
の
様
変
わ
り
で
、
見
る
者
を
魅
了

し
、
多
く
の
方
を
こ
の
山
々
へ
誘
い
ま
す
。

　
さ
て
、
仕
事
の
方
で
す
が
、
多
く
の
方
が

登
山
や
山
菜
採
取
に
こ
の
地
を
訪
れ
る
事

は
、
着
任
前
か
ら
噂
で
聞
い
て
お
り
ま
し

た
。
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
こ
の
地
が
国
有
林
で
あ
る
事
が
、
来
訪

さ
れ
た
方
の
心
に
響
く
様
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
立
て
看
板
を
設
置
し
て
、
国
有
林
の
P
R

と
環
境
美
化
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
事
務
所
の
あ
る
西
川
町
大
井

沢
地
区
の
方
々
に
は
、
国
有
林
野
事
業
の
お

知
ら
せ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
種
制
度
の

ご
案
内
を
「
こ
ん
に
ち
わ
国
有
林
で
す
」
と

い
う
回
覧
板
を
作
成
し
て
、
全
戸
に
周
知
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
当
方
の
管
内
で
は
３
社
の
事
業
体

が
製
品
生
産
請
負
契
約
に
よ
り
、
国
有
林
の

立
木
伐
採
を
実
施
し
て
お
り
、
現
場
監
督
員

業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
伐
採
の
や
り
方

も
昔
の
様
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
伐
採
し
て
ト
ラ

ク
タ
で
運
材
す
る
方
式
か
ら
、
車
両
系
木
材

伐
出
機
械
（
ハ
ー
ベ
ス
タ
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

　
私
の
勤
務
し
て
い
る
中
村
森
林
事
務
所

は
、
山
形
県
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
北
に
は
今
か
ら
1
3
0
0
余
年
前
に

奈
良
時
代
の
崇
峻
天
皇
の
子
、
蜂
子
（
は
ち

こ
の
）
皇
子
が
京
都
か
ら
海
を
渡
っ
て
北
上

し
、
岸
壁
に
舞
う
八
人
の
乙
女
に
心
奪
わ
れ

山
形
に
上
陸
し
、
そ
の
後
、
三
本
の
足
を
持

つ
カ
ラ
ス（
八
咫
烏
）
に
導
か
れ
、「
出
羽
三

山
」
を
開
山
し
ま
し
た
。
出
羽
三
山
は
羽
黒

山
、
湯
殿
山
、
月
山
の
三
山
で
構
成
さ
れ
、

東
北
で
唯
一
、
皇
族
の
墓
が
在
る
こ
と
で
も

有
名
で
す
。

　
ま
た
南
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
北
条
時
頼
に

よ
り
閉
山
弾
圧
を
受
け
た
と
伝
わ
る
「
霊
峰

大
朝
日
岳
」
を
中
心
と
す
る
大
朝
日
連
峰
の

稜
線
が
連
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
多

く
の
歴
史
に
彩
ら
れ
た
人
気
の
高
い
山
々
で

あ
り
「
に
っ
ぽ
ん
百
名
山
」
に
数
え
ら
れ
、

多
く
の
登
山
者
が
こ
の
地
を
訪
れ
ま
す
。

　
中
村
森
林
事
務
所
は
、
出
羽
三
山
と
大
朝

日
連
峰
の
狭
間
に
位
置
し
て
お
り
、
標
高
も

高
く
山
形
県
で
唯
一
の
特
地
勤
務
（
へ
き

地
）
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
冬
に
は
一
夜

三
尺
の
雪
で
全
て
を
覆
い
隠
し
、
春
に
な
れ

ば
冬
を
堪
え
忍
ん
だ
新
緑
の
息
吹
、
秋
に
は

ま
っ
赤
に
彩
り
冬
支
度
を
整
え
る
。
そ
ん
な

等
）
を
用
い
て
、
伐
採
か
ら
造
材
を
同
時
に

行
う
手
法
に
変
化
し
て
お
り
、
林
業
労
働
者

一
人
あ
た
り
が
一
日
に
丸
太
に
仕
上
げ
る
生

産
性
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
低
コ
ス

ト
林
業
プ
ロ
セ
ス
へ
の
変
換
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
体
へ
監
督
員
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
う
え
で
、
各
機
械
の
性
能
や
手

法
、
何
よ
り
も
作
業
上
の
安
全
確
保
の
た
め

に
は
、
機
械
の
特
性
や
危
険
因
子
を
知
り
、

共
有
す
る
事
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
ハ
ー

ベ
ス
タ
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
・
フ
ォ
ワ
ー
ダ
等
の

講
師
職
運
転
資
格
を
取
得
し
、
ベ
ー
ス
マ
シ

ン
を
操
作
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
同
じ
目
線

で
安
全
配
慮
事
項
を
考
慮
し
、
危
険
因
子
の

洗
い
出
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
現
在
、
全
産
業
に
お
い
て

林
業
部
門
は
ワ
ー
ス
ト
の
労
働
災
害
発
生
率

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
数
値
を
少
し
で

も
減
ら
す
こ
と
が
、
私
た
ち
現
場
第
一
線
の

使
命
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
も
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

第一線の使命
山形森林管理署　首席森林官　川越　修

入林される方に国有林を PR する
歓迎看板

大井沢地区の全戸に配布している PR 誌

プロセッサの運転を終えて
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森林官からの手紙

　

遠
野
支
署
で
は
、
５
月
26
日(

火)

に
、

早
池
峰
山
の
河
原
の
坊
登
山
道
に
設
置
し

て
い
る
シ
カ
に
よ
る
食
害
か
ら
高
山
植
物

を
保
護
す
る
た
め
の
柵
の
ネ
ッ
ト
を
張
る

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
冬
の
間
、

た
た
ん
で
い
た
ネ
ッ
ト
を
再
び
張
る
作
業

で
す
。
雪
で
折
れ
た
り
流
さ
れ
た
り
し
た

支
柱
を
交
換
し
、
回
収
す
る
作
業
も
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
よ
り
も
１
か
月
早
く
、

雪
融
け
と
同
時
に
ネ
ッ
ト
を
張
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
シ
カ
の
食
害
に
対
す
る
高

い
防
止
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

局
長
感
謝
状
は
、
毎
年
度
国
有
林
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
国
民
参
加
の
森
林
づ

く
り
の
推
進
や
技
術
の
開
発
・
普
及
・
巡

視
・
保
全
活
動
や
環
境
教
育
等
に
自
主
的

に
取
り
組
み
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ

た
個
人
や
団
体
等
に
対
し
、
東
北
森
林
管

理
局
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

令
和
2
年
度
は
田
中
建
設
工
業
株
式
会

社
が
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
6
月
30
日

（
火
）
同
社
社
屋
に
お
い
て
社
員
に
見
守

ら
れ
る
中
、
仙
北
谷
彰
三
八
上
北
森
林
管
理
署
長
か
ら

同
社
田
中
進
代
表
取
締
役
社
長
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
、

こ
れ
ま
で
の
森
林
づ
く
り
活
動
等
へ
の
貢
献
を
た
た
え

ま
し
た
。

　

同
社
は
、
国
内
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
十
和
田
湖
の

国
道
１
０
２
号
（
奥
入
瀬
バ
イ
パ
ス
）
建
設
工
事
施
工

に
携
わ
り
、
平
成
９
年
開
通
後
は
道
路
の
維
持
管
理
を

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
翌
年
の
平
成
10
年
か
ら
平
成

18
年
ま
で
同
社
社
員
、
平
成
16
年
か
ら
は
同
社
社
員
と

親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
し
た「
創
栄
会
」

の
会
員
も
参
加
し
て
、
道
路
清
掃
奉
仕
活
動
及
び
国
道

沿
線
の
国
有
林
に
ブ
ナ
林
景
観
向
上
の
た
め
、
ブ
ナ
の

苗
木
植
樹
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
12
月
に
は
、
同
社
は
当
署
と
「
ふ
れ
あ
い

の
森
に
お
け
る
森
林
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
、
引
き
続
き
平
成
19
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
毎
年
継

続
し
て
ブ
ナ
の
苗
木
１
０
０
本
を
植
樹
す
る
と
共
に
、

森
林
教
室
の
開
催
及
び
、
国
道
１
０
２
号
沿
線
約
８
㎞

の
道
路
清
掃
奉
仕
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
有
林
（
０
・
３
０
ha
）
に
お
い
て
も
、
ブ

ナ
の
幼
木
（
３
５
０
本
）
を
植
樹
・
育
樹
し
ブ
ナ
の
森

を
設
定
す
る
な
ど
意
欲
的
に
活
動
し
、
森
林
整
備
の
必

要
性
に
も
多
大
な
理
解
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
の
森
協
定
は
目
的
達
成
に
よ
り
令
和
元
年

度
で
終
了
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
新
た
に
「
社
会
貢

献
の
森
」
協
定
を
締
結
し
、
三
沢
海
岸
で
の
防
風
林
造

成
を
通
じ
て
引
き
続
き
精
力
的
に
植
樹
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
。・
・
・
が
、
初
年
度
で

あ
る
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
、

無
念
の
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

森
林
づ
く
り
の
大
切
さ
を
従
業
員
や
家
族
等
に
伝
え

広
め
、
植
樹
・
育
樹
活
動
を
地
域
の
先
頭
に
立
ち
実
施

し
て
い
く
こ
と
に
よ
る
、
地
域
・
社
会
へ
の
森
林
づ
く

り
へ
の
活
動
普
及
効
果
は
と
て
も
大
き
く
、
森
林
・
林

業
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

植
生
保
護
柵
の
ネ
ッ
ト
上
げ

遠
野
支
署

国
民
の
森
林
（
も
り
）
づ
く
り

推
進
功
労
者
へ

局
長
感
謝
状
の
贈
呈

三
八
上
北
森
林
管
理
署

感謝状贈呈の様子

支署職員によるネット張り

ブナの苗木植樹の様子国道 102 号沿線の道路清掃奉仕活動
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